
■米国：カリフォルニア州、公共バスの 2040年 100％EV化を決定 

2018年 12月 14日付報道によると、カリフォルニア州大気資源局（CARB）は同日、2040

年までに州の公共バスを電動バスに代替することを満場一致で決定した。5年以内に、輸送

機関が新しいバスを購入する際にはその 25％が電気自動車でなければならないとしている。

さらに、2026 年までに 50％、2029 年には 100％に引き上げられる。これによりカリフォ

ルニア州では 2040 年までに約 1 万 4,000 台のゼロエミッションバスが走行することにな

る。スクールバスと私的に所有されるバスは、この対象にはならない。 


